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Ins　often 　diMcult　to　evaluate 　the　mutagenicity 　of　am ぬo　acid

centaining 　material 　in　A 皿 es　test　because　His＋ or　Trp＋ reverse

mutations 　are　used 　as　indexes　for　the　evaluation 　of 　mutagenicity ．
On　the　other　hand，　the　indexes　of　reverse 　mutation 　assay 　using

E．coli　WP3101P − WP3106P 　strains，　developed　by　T．　Ohta　et　al．，
are 　Lac＋ reverse 　mutation （Mutat．　Res．，440，1999）．　Thus，　we
cQnducted 　the　reverse 　mutation 　assay 　using 　WP3101P 　

−

WP3106P （Lac ＋ reverse 　mutation 　assay ）to　assess 　the　usefUlness

ofthis 　assay 　on 　the　evaluation 　ofmutagenicity 　induced　by　amino
acid 　containing 　mutagens ．
We 　examined 　the　effects 　of　tryptophan　on　the　 resu ［t　of　Lac＋

reverse 　mutation 　assay ．　As　a　result，　no 　increase　in　the　number 　of

revertant 　 colenies 　 and 　the　backgrGund　lawn　 was 　 observed 　 as

compared 　 with 　 the　 negative 　 control 　 by　adding 　 tryptophan

（WP3101P
− WP3106P ），　Then 　Lao ＋ reverse 　mutation 　assay 　was

carried 　out 　with 　AF −2　to　 examine 　the　effeots 　 of 　treated　bacterial
cell　number 　on　the　positive　response ．As　a　result，　the　increases　of
positive　response 　were 　observed 　at　high　dose　range 　by　increasing
the　bacterial　cell　number （WP3101P 　and 　WP3102P ，　without 　Sg
mix ）．
Further　experiments 　are 　in　progress．　We 　 will　 also 　report 　the

results 　ef 　these　experiments 　in　this　meeting ．

大腸菌 WP3101P 〜 WP3106P 株 を用 い た ア ミ ノ酸含

有物質の 変異原性評価
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　通 常 の Ames 試験 で は、　His＋ あ る い は Trp＋ 復帰変 異 を

指標 と して い るた め、ア ミノ 酸含有物質の 変異原性評価 が

困 難 とな る場 合 が あ る。一方、T．　Ohta らに よ り開 発 され た

大腸菌 WP3101P 　一　WP3106P 　Whを用い た復帰変異試験 は、
Lac ＋ 復帰変 異 を指標 と す る （Mutat．　Res．，440，1999）。そ こ

で 、WP3101P 〜WP3106P を用 い る 復帰変異試験 （以 下、
Lac ＋ 復帰変異試 験 〉 を 行 い 、ア ミ ノ 酸 含有物 質の 変 異 原

性評価 に お ける 有用性 を検討 し た。
　最初 に、Lac＋ 復帰変異試験 にお い て、ト リプ トフ ァ ン

が 結 果 に 影響 を及ぼ すか 否か 調べ た。そ の 結 果、トリ プ ト

フ ァ ン の 用量増加 に 伴う、復帰変異 コ ロ ニ
ー
数お よ び 菌叢

の 増 加 は認 め られ なか っ た （WP3101P ・一・WP3106P ）。拠 こ、
処理菌数 に よ る 陽性反応 へ の 影響 を調べ る た め、AF −2 を

用 い て Lac＋ 復 帰 変 異 試 験 を行 っ た。そ の 結 果、処 理 菌 数

を増や す こ と に よ り、高用量 に お ける陽性反応 の 増加 が 認

め ら れ た （WP3101P と WP3102P 、　 Sg 　mix 非存在下 〉。

　本 大 会 で は、現 在実 施 中 の 結 果 と合 わせ て報 告 す る 。

P−052Effect
　of　so且vents 　forAmes 　test　with 　Acid　Chloride

Shinobu　Yoshida1，H句ime　Sui2，　Kumiko　Kawakami2 ，
Kaz  i　Sasaki1，Yuko　Obaral
lNationa

’Jns伽 te　of 　Techno’ogy 　andEv αluat醜
2Food

　andDrug 　Safeり’
Cとnter

Dimethyl　 sulfbxide （DMSO ） is　 the　 most 　 commonly 　 used

solvent 　fbr　Ames 　Test　when 　the　test　substanoes 　 are 　insoluble　in

water ．　However ，　DMSO 　is　reported 　to　react 　with 　acid 　hahdes．
We 　analyzed 　the　reactivity 　with 　DMSO 　by 　GC −MS ．　TWo 　kinds

of 　acid 　chloride ，　 o−T（）luoyl　 chloride 　（CAS ．933−88−0）　and

Octanoyl　 ch1Qride （CAS ．lll−64−8），　were 　 used 　in　the　present
study ，　We 　 also　per負）rmed 　the　Arnes 　Tbst　using 　Preparations　 of

these　substances 　with 　DMSO ，
As　a　result，　it　was 　fbund　that　the　compounds ，　which 　in刊uence

the　results 　 of　Ames 　Test，　were 　generated　by　mixing 　each 　 acid

chloride 　with 　DMSO ．
In　this　meet 孟ng ，　we 　will　also 　report 　the　analysis 　results 　using

other 　solvents ，　and 　discuss　the　solvent 　used 　fbr　the　evaluation 　of

the　mutagenicity 　induced　by　acid 　halide，

酸ク ロ ラ イ ドの溶媒に よ る Ames 試験結果へ の影響
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　DMSO は Ames 試験に お い て 、非水溶性 の 物質に 対 し て

も っ と も
一

般 的 に 使 用 され て い る溶媒で あ る 。 しか し、酸

ハ ロ ゲ ン 化物 と反応 する との 報告 もあ る。
　そ こ で 、2 種 の 酸 ク ロ ラ イ ド、 o

一トル イ ル ク ロ ラ イ ド

（CAS ．933 −88−0）お よ び オ ク タ ノ イ ル ク ロ ラ イ ド （CAS ．111−

64−8） を 用 い て 、DMSO との 反 応性を GC −MS に よ り解析

した 。 また、各化合物 の DMSO 調製液 を用 い て、　 Ames 試

験を行 っ た。
　その 結果 、 酸ク ロ ラ イ ドは DMSO と反応 し、　 Ames 試験

の 結果 に影響 を及 ぼ す化 合物を生 成す る こ とが 判明 し た 。

　本大 会 で は、DMSO 以外 の 溶媒 を用 い た 場合の 解析結果

に つ い て も報告 し、酸 ハ ロ ゲ ン 化物 の 変 異 原性 を評 価す る

際に用 い る溶媒 につ い て考察す る 。
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